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７

つ

の

受

賞

活

動

が

決

定

優
れ
た
メ
セ
ナ
（芸
術
・文
化
振
興
に
よ
る
社
会
創
造
）
活
動
に
貢
献
し
た
企
業
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
」
。
本
年
は
１
０
７
件
（
９９
社
・団
体
）
の
応
募
案
件
の
中
か
ら
、
メ
セ
ナ
大
賞
を
は

じ
め
と
す
る
６
件
の
受
賞
活
動
、
お
よ
び
特
別
賞
と
し
て
文
化
庁
長
官
賞
１
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
活
動

全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
協
会

　

全
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戦

岩
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―
―
対
話
で
ア
ー
ト
賞

（株
）
損
害
保
険
ジ
ャ
バ
ン
／
（公
財
）
損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団

未
来
を
担
う
小
・中
学
生
を
対
象
と
し
た
対
話
型
美
術
鑑
賞
教
育
支
援
活
動
の
展
開

―
―
タ
ム
タ
ム
し
ま
賞
一　
　
　
・Ｐ
ヨ
々
′白
Ｈ動

童́
六
纂林
）
　

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
情
報
サ
イ
ト
「ネ
ツ
ト
Ｔ
Ａ
Ｍ
」

―
―
光
る
町
な
み
賞
　
　
　
　
丼
側
・上
肝
讐
圧
・商
入
（
△
‘
　
　
町
屋
に
光
を
当
て
、町
を
活
性
化
さ
せ
、
町
屋
を
守
る
商
人
の
挑
戦

―

特
別
賞

文
化
庁
長
官
賞

〓
華
父
」地
面
［
（爆
い）
　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
「キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

２
０
１
３
年
度
の
メ
セ
ナ

ア
ワ
ー
ド

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
は
■
年
に
公
益
社
団
法
人

へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
定
款
を
見
直
し
、
メ
セ
ナ
の
定

義
を
従
来
の

「芸
術
文
化
支
援
」
か
ら

「芸
術

。
文
化
振
興
に
よ
る
社
会
創
造
」

へ
と
変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
反
映
さ
せ
、
本
年
は
ア
ワ
ー
ド
の
対
象
と
な
る
芸
術

。
文
化
ジ
ャ
ン
ル
に

「生
活
芸
術
」

「
デ
ザ

イ
ン
」

「
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
」

「も
の
づ
く
り
」
を
加
え
て
募
集
と
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
で
日
本
経
済
を
支
え
る
中
小
製
造
業
が
連
携
し
た
活
動
が
メ
セ
ナ
大

賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
メ
セ
ナ
の
概
念
が
大
き
く
広
が
っ
た
現
れ
だ
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
き
た
活
動
、
芸
術
を
通
じ
た
次
世
代
育
成
、
ア
ー

ト
に
よ
る
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
今
回
は
受
賞
さ
れ
な
か

っ
た
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
が
特
長
を
も
ち
、
企
業
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
た
活
動
や
、
地
域
と

一
体
と
な

つ
た
活
動
、
常
に
課
題
と
向
き
合
い
進
化
を
続

け
て
い
る
活
動
な
ど
、
企
業
メ
セ
ナ
の
可
能
性
が
無
限
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

展
開
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［顕
彰
部
会
長

（株
）
資
生
堂

岡
田
恭
子
］
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【　
】
内
は
活
動
地
域

メ
セ
ナ
大
賞

全

日
本
製
造
業

コ
マ
大
戦
協
会

―

―
至
里

全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦

も
の
づ
く
り
の
技
術
で
日
本
経
済
を
支
え
る
企
業
が
、
意
地
と
誇

り
を
賭
け
、
自
社
開
発
の
コ
マ
を
回
し
て
直
径
２５
Ｃｍ
の
土
俵
で
闘
う
。

そ
れ
が
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
で
あ
る
。

中
小
製
造
業
の
経
営
者
の
集
会
に
置
い
て
あ

っ
た
、
金
属
製
の
小

さ
な
コ
マ
。
３
分
以
上
静
か
に
回
り
続
け
た
そ
の
コ
マ
を
見
た
ミ
ナ

ロ
代
表
取
締
役
の
緑
川
賢
司
氏
は
、
町
工
場
の
技
術
と
ア
イ
デ
ア
を

喧
嘩
ゴ
マ
で
競
う
こ
と
を
思
い
つ
く
。

製
造
業
の
活
性
化
を
日
々
模
索
し
て
い
た
緑
川
氏
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
て
同
業
者
に
呼
び
か
け
、
２
０
１
２
年
２
月
、
２１
チ
ー
ム
に
よ
る

第
１
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
コ
マ
の
大
き
さ
は
直
径
２
ｃｍ
以
下
、

戦
　
　
手
で
回
す
、
長
く
回
り
続

マ大
　
　
け
た
ほ
う
が
勝
ち
、
土
俵

コ蝶
　
　
の
外
に
出
た
ら
負
け
、
２

型
　
　
連
勝
で
試
合
終
了
、
勝
者

日全

　

は
敗
者
の
コ
マ
を
総
取

回

子犯味
　
り
、
な
ど
が
試
合
ル
ー
ル

Ｇ．
離
　
で
あ
る
。

単
純
明
快
な
対
戦
方
法
が
町
工
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
や
参
加
チ
ー
ム
の
回
コ
ミ
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
半
年
後
に
は

企
業
や
学
生
の
約
２
０
０
チ
ー
ム
が
参
戦
す
る
第
２
回
大
会
の
予
選

が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
地
区
予
選
や
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を

経
た
２７
チ
ー
ム
に
よ
る
全
国
大
会
が
、
「
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ

ハ
マ
２
０
１
３
」
の
会
場
内
で
実
現
。
現
在
は
第
３
回
全
国
大
会
に

向
け
た
予
選
の
ほ
か
、
特
別
大
会
が
各
地
で
行
わ
れ
、
海
外
で
の
開

催
も
控
え
て
い
る
。

コ
マ
大
戦
は
、
経
営
者
た
ち
自
身
が
大
会
を
企
画

・
運
営
し
、
中

小
企
業
の
下
請
け
マ
イ
ン
ド
の
脱
却
を
目
指
す
活
動
で
も
あ
る
。
製

造
業
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
工
場
に
旋
盤
が
あ
り
、
コ
マ
を
製
作
で

き
る
。
材
質

。
重
さ

。
形
な
ど
は
間
わ
な
い
た
め
、
参
加
企
業
は
自

ら
コ
マ
を
企
画
開
発
す
る
。
新
た
な
技
術
開
発
に
挑
戦
し
た
り
、
技

術
を
補
完
す
る
た
め
に
他
社
と
連
携
し
た
り
す
る
企
業
も
現
れ
た
。

町
工
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
製
造
業
の
活
性
化
、
そ
れ
が

コ
マ
大
戦
の
最
終
的
な
ね
ら
い
で
あ
る
。
小
さ
な
コ
マ
に
は
大
き
な

夢
が
託
さ
れ
て
い
る
。

回画■

産
業
を
支
え
る
高
度
な
技
術
力
と
も

の
づ
く
り

の
精
神
を
、

コ
マ
と

い
う
遊
び
で
社
会
に
開
く

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
、

文
化

の
地
平
を
拡
大
し
た
。
　
各
社
が
独
自
性
を
発
揮
し
な
が

ら
連
携
を
図
り
、
創
造
的
に
産
業

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

１

　

■

一口
●
●

）
Ｉ

「
¨



映
画
の
地
球
儀
賞

岩
波
不
動
産

（株
）
―

上
塁
塁

エ
キ
プ

。
ド

・
シ
ネ

マ

ー
ー
埋
も
れ
た
名
作
映
画
の
発
掘

。
上
映

―

岩
波
ホ
ー
ル
は
１
９
６
８
年
、
岩
波
神
保
町
ビ
ル
ー０
階
に
開
館
し

た
。
主
に
社
会
的

。
文
化
的
な
催
し
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
、
総
支
配

人
と
な

っ
た
高
野
悦
子
氏
が
、
映
画

・
音
楽

。
学
術

・
古
典
芸
能
な

ど
の
自
主
企
画
の
講
座
を
積
極
的
に
行
な
う
よ
う
に
な
る
。

中
心
と
な

っ
た

「映
画
講
座
」
は
、
内
外
の
名
作
映
画
を
系
統
的

に
上
映
し
再
評
価
を
行
う
も
の
で
、
上
映
前
に
製
作
関
係
者
が
講
演

し
、
終
映
後
に
観
客
と
の
質
疑
応
答
で
作
品
理
解
を
深
め
た
。
毎
回

の
企
画
は
い
ず
れ
も
満
員
の
盛
況
で
あ
り
、
こ
の
活
動
が
、
７４
年
、

岩
波
ホ
ー
ル
で
の
サ
タ
ジ
ツ
ト
・

レ
イ
監
督

「
大
樹
の
う
た
」
上

映
を
き

っ
か
け
に
、
世
界
の
埋

も
れ
た
名
画
を
世
に
紹
介
す
る

運
動

「
エ
キ
プ

。
ド

・
シ
ネ

マ

（”
Ｄ
Ｃ
Ｈ”
”

∪
”

Ｏ
ＨＺ
”
一〓
＞

¨

映
画
の
仲
間
）
」
に
発
展
す
る
。

主
宰
は
高
野
氏
と
フ
ィ
ル
ム
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

（当
時
）

の
川
喜
多
か
し
こ
氏
。
目
標
は
、
次
の
よ
う
な
映
画
の
紹
介
だ
。

①
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
日
本
で
上
映
さ
れ
る
機
会
の

少
な
い
国
々
の
映
画

②
欧
米
の
映
画
で
も
大
手
会
社
の
取
り
上
げ

な
い
名
作

③
名
作
で
あ

っ
て
も
な
ん
ら
か
の
理
由
で
上
映
さ
れ
な

か
っ
た
作
品

④
日
本
映
画
の
名
作
。

エ
キ
プ
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
岩
波
ホ
ー
ル
は
日
本
で
初
め
て

と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行

っ
て
き
た
。
上
映
前
に
決
め
た
興
行

日
数
を
守
り
、
劇
場
も
宣
伝
費
等
を
負
担
す
る
精
算
方
式

「
ト
ッ
プ

オ
フ
の
５
対
５
」
を
打
ち
出
し
、
映
画
の
発
掘

。
公
開

・
上
映
終
了

ま
で
を
輸
入

・
配
給

（製
作
）
会
社
と
と
も
に
行
う
。
エ
キ
プ
会
員

は
発
足
後
す
ぐ
３
０
０
０
人
に
達
し
、
現
在
も
ほ
ぼ
同
数
を
維
持
す

る
。
以
降
３９
年
、
映
画
を
通
じ
て
世
界
４４
カ
国
の
社
会

・
文
化
を
紹

介
し
、
上
映
数
は
２
０
０
本
を
超
え
る
。

映
画
製
作
が
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
移
行
し
興
行
シ
ス
テ
ム

が
激
変
す
る
中
、
映
画
産
業
の
状
況
は
揺
れ
動
く
が
、
「心
に
響
く

映
画
」
を
上
映
す
る

「
エ
キ
プ
・ド
・シ
ネ
マ
」
運
動
は
多
く
の
人
々

の
支
え
を
糧
に
継
続
し
て
い
く
。

４５
年

に
わ
た
り
、
自
社
ビ
ル
を
活
用
し
て
豊
か
な
映
画
文
化

を
育
て
、
発
信
す
る
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
　
優
れ
た
映
画
を

通
じ
世
界
各
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
社
会
問
題

・状
況
を
日

本
に
紹
介
し
て
き
た
。

今年 45周年を迎えた岩波ホール場内の風景
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学
び
の
玉
手
箱
賞

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ

（株
）
―
―

至
里

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

（０
〓
〓
お
■
∽
＞
『■
〓
〓
∽８
ヨ
”
「
”井
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
共
に
創
る

力
」
を
育
む
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

２
０
０
１
年
に
始
ま

っ
た
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

（ｏ
巨
こ
お
●
∽̈
＞
二

〓
ｃ
∽８
日

”
「
”
丼
）
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
研
究
者

等
と
多
彩
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の
共
同
開
発
に
取
り
組
み
、
全
国
で

実
践

・
普
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
開
発
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
４６
種
、
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
発
想
を
促
し
、
自
発
的
な
創
作
表
現
活
動
を
引
き
出
す

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法

に
よ
り
運
営
さ
れ
る
。
乾
電
池

式

の
小
型

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
動

く
お
も
ち

ゃ
を

つ
く
る

「
ク
リ

ケ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
、

家
族
が
撮
り
合

っ
た
写
真
を
素

材
に
本
を

つ
く
る

「
か
ぞ
く

の

ひ
づ
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、
子

ど
も
た
ち

の
想
像
力
で
未
知

の

植
物
を
育
て
る

「く
う
そ
う

・
し
ょ
く
ぶ
つ
。
図
鑑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
等
々
、
「考
え
る
」
「
つ
く
る
」
「
つ
な
が
る
」
「発
表
す
る
」
「
ふ

り
か
え
る
」
と
い
っ
た
創
作
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
自
分
に
あ

っ
た
表

現
方
法
を
見
つ
け
、
協
同
的
に
学
び
、創
造
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
カ
を
高
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
日
常
的
な
場
で
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を

「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｏ
」
と
呼
ぶ

普
及
パ
ツ
ケ
ー
ジ
に
し
て
、
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
児
童
館
、
学

校
な
ど
へ
も
届
け
る
。
必
要
機
材
と
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て

お
り
、
学
芸
員
や
学
校
教
諭
の
ほ
か
、
学
生
や
社
員
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

な
ど
も
担
い
手
と
な
っ
て
き
た
。

１２
年
間
で
２６
都
道
府
県
、
９
０
０
回
近
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

現
。
近
年
は
東
北
の
被
災
地
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
と
連
携
し
た
り
、
長

期
療
養
施
設
や
発
達
障
が
い
児
通
級
ク
ラ
ス
と
の
活
動
に
も
着
手
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
夢
あ
る
未
来
を
創
る
、
息
の
長
い
次
世

代
育
成
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
大
学
等
研
究
機
関
と
連
携
し
、
質

の
高

い

多
彩
な
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
独
自
に
開
発
し
て
い
る
。
　
子
ど

も
た
ち
の
表
現
力
と
多
様
性
を
尊
重
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
届
け
、
継
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。

CAMPこ どもワークショップ
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対
話
で
ア
ー
ト
賞

（株
）
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
、

（公
財
）
損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団

―
―
ム
東
Ｅ

未
来
を
担
う
小

・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

対
話
型
美
術
鑑
賞
教
育
支
援
活
動
の
展
開

１
９
７
６
年
に
設
立
さ
れ
た
損
保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児
美
術
館
は
、

新
宿
西
日
の
損
保
ジ
ャ
バ
ン
本
社
ビ
ル
４２
階
に
あ
る
。
東
郷
青
児
作

品
に
加
え
、
ゴ
ッ
ホ
の

《
ひ
ま
わ
り
》
を
は
じ
め
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー

ギ
ヤ
ン
な
ど
印
象
派
の
名
画
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
美
術
館
で
は
、
公
立
美
術
館
の
な
い
新
宿
区
の
子
ど
も
た
ち

に
美
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、
２
０
０
７
年
か
ら
、
区
の

小
中
学
生
に
向
け
た
次
世
代
育

成

の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム

「
対

話
型
鑑
賞
教
育
支
援
活
動
」
を

区
と
協
働
で
展
開
し
て
い
る
。

「
対
話
型
鑑
賞
教
育
」
は
、
ガ

イ
ド
ス
タ

ッ
フ
と

の
対
話
を
通

じ
、
鑑
賞
者
が
見
た
も
の
や
感
じ

た
こ
と
を
引
き
出
す
こ
と
に
重

点
を
置
く
。
作
家
や
作
品
の
解
説

を
中
心
と
し
た
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
ト
ー
ク
と
は

一
線
を
画

す
も
の
で
、
関
年
代
半
ば
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
始
ま
っ
た
。

本
活
動
で
は
、
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
が
各
校
に
赴
き
事
前
授
業
を

行

っ
た
う
え
で
、
美
術
館
の
休
館
日
を
子
ど
も
た
ち
に
開
放
。
美
術

館
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
実
際
に
美
術
館
で

作
品
を
見
て
回
り
、
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
話
を
通
じ
て
作
品
か

ら
感
じ
、
発
見
し
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
。
友
達
の
言
葉
に
も
耳
を

傾
け
、
自
分
な
り
の
考
え
を
育
む
。

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
は
区
報
や
ネ
ツ
ト
な
ど
で
広
く
募
集
し
た
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
社
員
も
参
加
し
て
い
る
。
「
本
物
の
芸
術
を
子

ど
も
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
た
い
」
と
、
６０
名
ほ
ど
が
研
修
を
経
て

子
ど
も
た
ち
と
の
対
話
に
取
り
組
む
。

活
動
開
始
以
前
に
は
、
区
内
小
中
学
校
で
の
美
術
鑑
賞
教
育
の
実

施
率
は
全
体
の
２
割
程
度
だ

っ
た
が
、
現
在
で
は
２９
の
す
べ
て
の
小

学
校
と
全
１０
校
の
中
学
校
の
う
ち
７
校
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
区
外
か
ら
の
要
請
に
も
可
能
な
範
囲
で
対
応
し
、
同
様
の
動
き

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
き

め
細
か
な
対
話
型
鑑
賞
教
育
支
援
活
動
を
着
実
に
展
開
し
て
い

る
。　
地
域
団
体
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
な
が
ら
も
主

体
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

生学るす賞鑑口呻作
ム
´
フ

が

ツ

な

タ

し

ス

を

ド

話

イ

対

ガ

評価Point
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タ
ム
タ
ム
し
ま
賞

ト
ヨ
タ
自
動
車

（株
）―

―
【全
里

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
情
報
サ
イ
ト

「ネ
ッ
ト
Ｔ
Ａ
Ｍ
」

社
会
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
育
成
し
た
い

―

「
人
材
育
成
」
を
社
会
貢
献
の
重
点
領
域
と
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車

が

「ト
ヨ
タ
。
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
（Ｔ
Ａ
Ｍ
）
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
は
１
９
９
６
年
、
ま
だ

「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

概
念
が
浸
透
し
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
２
０
０
４
年
３
月
ま
で
に

３２
地
域
で
計
５３
回
開
催
し
、
の
べ
１
万
人
が
参
加
。
後
に
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
、
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

萌
芽
と
な
る
団
体
が
多
く
参
加
し
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
を
機
に
新
た
な

一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

こ
の
間
に
大
学
で
も
関
連
学
科

が
増
え
、
文
化
に
よ
る
地
域
活
性

な
ど
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
講
座
形
式
を
終
え
、
蓄
積
し
た

情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
り
開
か
れ

た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
し
よ
う

と
、
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト

「
ネ

ッ
ト
Ｔ
Ａ
Ｍ
」
を
０４
年
１０
月
に
開
設
。

い
ま
や
年
間
６
５
０
万
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
の
ア
ク
セ
ス
数
を
誇
る
。

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
学
べ
る
教
育
機
関
や
関
連
書
籍
な
ど
基

本
情
報
を
集
約
す
る
ほ
か
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
が
で
き
る
利

点
を
い
か
し
、
最
新
の
助
成
金
情
報
や
ア
ー
ト
の
現
場
で
活
躍
す
る

人
た
ち
の

「
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
」
を
毎
月
更
新
、
本
年

４
月
で
連
載

１
０
０
回
を
迎
え
た
。
他
に
も
、
入
門
講
座
に
あ
た
る

「
ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
始
め
」
や

「芸
術
環
境

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

フ
ア
イ
ル
」

「震
災
復
興
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
可
能
性
」
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
先
駆

け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
設
け
て
き
た
。

中
で
も

「
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
」
は
、
ア
ー
ト
業
界
の
就
労
状
況

を

一
変
さ
せ
た
掲
示
板
で
、
０５
年
の
開
設
か
ら
昨
年
ま
で
で
累
計
約

７
０
０
０
件
も
の
求
人
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
多
大
な
雇
用
の
機
会
を

創
出
し
て
い
る
。

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
と
基
盤
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
ネ

ッ
ト

Ｔ
Ａ
Ｍ
、
よ
り
身
近
で
活
用
さ
れ
る
サ
イ
ト
を
目
指

し
、
開
設
Ю
周
年
の
新
展
開
を
構
想
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
よ
る
情
報
発
信
で

「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

概
念
を
社
会
に
広
げ
、
ア
ー
ト
に
携
わ
る
人
々
の
下
支
え
を
し

て
い
る
。
　
ア
ー
ト
の
現
場
が
求
め
る
人
材
と
働
き
た
い
人
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
貢
献
し
、
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。

?vFTAM ww.mtamlp ‖FAM i
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光
る
町
な
み
賞

村
上
町
屋
商
人
会

―

上
新
潟
県
・
村
上
】

町
屋
に
光
を
当
て
、
町
を
活
性
化
さ
せ
、

町
屋
を
守
る
商
人
の
挑
戦

城
下
町
村
上
市
の
旧
町
人
町
に
は
、
多
く
の
町
屋
が
残
る
。
ア
ー

ケ
ー
ド
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
覆
わ
れ
た
店
舗
の
外
観
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な
い
空
間
が
、
店
奥
に
広
が

っ
て
い
る
。

１
９
９
５
年
、
そ
の
旧
町
人
町
に
開
発
計
画
が
持
ち
上
が

っ
た
。

村
上
伝
統
の
鮭
料
理
を
守
る
味
匠
在

っ
川
の
吉
川
真
嗣
氏
は
、
全
国

町
並
み
保
存
連
盟

の
会
長
で
あ

っ
た
五
十
嵐
大
祐
氏
よ
り
商
店
街

の

「
近
代
化
に
よ
る
衰
退
」
を
教
え
ら
れ
、
全
国

の
商
店
街
を
視

察
。
町
屋
こ
そ
村
上
の
財
産
で
あ

リ
シ
ン
ボ
ル
と
確
信
し
た
吉
川
氏

る

け
　
は
、
町
屋
を
い
か
し
た
町
づ
く
り

略
　
を
始
め
る
。

級
日
　

最
初
の
取
り
組
み
は
、
町
屋
の

影
即

公
開
で
あ
る
。
活
動
に
賛
同
し
た

Ｄ′ま
蜘
淡

地
元
老
舗
２２
社
が
集
い
、
９８
年
に

ｒ

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

丼
Ｑ

村
上
町
屋
商
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

噌
雌

来
訪
客
に
町
屋
内
部
を
公
開
し
、

さ
ら
に
住
民
が
生
活
空
間
を
説
明
す
る
と
い
う
、
他
に
例
を
見
な
い

ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ
れ
、
町
内
を
散
策
す
る
観
光
客
の
姿
が
徐
々
に

増
え
て
く
る
。
住
民
に
と

っ
て
は
、
町
屋
は
す
ば
ら
し
い
資
源
で
あ

る
と
い
う
気
づ
き
に
も
な

っ
た
。

商
人
会
は
、
さ
ら
に
町
屋
に
光
を
当
て
る
べ
く
、
春
に
は
町
屋
の

住
民
が
所
蔵
す
る
人
形
を
茶
の
間
に
展
示
す
る

「
人
形
さ
ま
巡
り
」

を
、
翌
年
の
秋
に
は
祭
の
し
つ
ら
え
と
し
て
屏
風
を
飾
る
風
習
を
復

活
さ
せ
た

「屏
風
ま
つ
り
」
を
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

毎
年
約
７０
軒
が
参
加
し
、
商
店
の
み
な
ら
ず
地
元
小
中
学
校
の
生
徒
、

隣
接
す
る
温
泉
街
、
交
通
機
関
や
行
政
が
協
働
し
て
、
約
１０
万
人
の

観
光
客
を
も
て
な
す
。

「ま
ず
こ
と
を
起
こ
し
て
人
を
巻
き
込
む
」
と
い
う
手
法
を
と

っ

た
商
人
会
の
町
づ
く
り
は
、
旧
町
人
町
の
商
店
や
村
上
の
住
民
を
確

実
に
動
か
し
た
。
さ
ら
に
商
人
会
メ
ン
バ
ー
は

「黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や

「町
屋
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
、
村
上
の
町
全
体
の

景
観
づ
く
り

へ
と
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
商
人
た
ち
の
志
と
市

民
自
ら
の
町
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い
く
。

回画■

老
舗
の
商
人
た
ち
が
集
い
、
生
業
に
も
と
づ
く
文
化
と
歴
史

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
が
元
気
に
な
っ
て
い
る
。
　
城

下
町
に
伝
承
す
る
文
化
に
根
ざ
し
た
地
域
創
造
で
、
優
れ
た
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
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文
化
庁
長
官
賞

三
菱
地
所

（株
）
―

上
塁
塁

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

「キ
ラ
キ
ラ
つ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

「障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
応
援
し
た
い
」
と
の

想
い
か
ら
、
三
菱
地
所
が
２
０
０
２
年
よ
り
主
催
。
社
会
福
祉
法
人

東
京
コ
ロ
ニ
ー
が
協
力
す
る
。
な
ん
ら
か
の
障
が
い
の
あ
る
１８
歳
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
自
由
な

テ
ー
マ
で
サ
イ
ズ
の
み
規
定
し
た
平
面
表
現
の
作
品
を
募
集
す
る
。

応
募
は
子
ど
も
た
ち
の
目
標
と
も
な
り
、
思
い
の
ま
ま
に
描
い
た
個

性
豊
か
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
。

応
募
数
は
年
々
増
加
し
１２
年
は
１
７
６
４
点
。
関
係
分
野
の
専

門
家
４
名
に
よ
る

一
次
審
査
で

１
５
０
点
の
作
品
が
選
ば
れ
、
続

く
グ
ル
ー
プ
社
員
審
査
で
は
、
例

年
５
０
０
名
を
超
え
る
社
員
が
作

品
の
展
示
さ
れ
る
会
議
室
等
に
足

を
運
び
、
投
票
す
る
。
優
秀
賞
５０

点
を
選
出
す
る
最
終
審
査
と
表
彰

式
に
は
三
菱
地
所
社
長
な
ら
び
に

三
菱

一
号
館
美
術
館
館
長
も
参
加
す
る
。
表
彰
式
は
、
東
京

・
丸
ビ

ル
ホ
ー
ル
で
受
賞
者
全
員
に
賞
状
を
贈
呈
、
会
場
が
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
満
た
さ
れ
る
。

優
秀
賞
作
品
展
は
三
菱
地
所
グ
ル
ー
プ
が
運
営
管
理
す
る
全
国
６

カ
所
の
ビ
ル

・
商
業
施
設
で
開
か
れ
、
２
０
０
０
名
を
超
え
る
来
場

者
を
迎
え
る
。
来
場
者
か
ら
受
賞
者
各
人
へ
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
本
人
に
渡
さ
れ
、
今
後
の
励
み
に
つ
な
が
る
。

障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
促
す
側
面
も
持
ち
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
つ

か
け
に
、
現
在
１３
名
が
東
京
コ
ロ
ニ
ー
が
運
営
す
る
障
が
い
者
ア
ー
ト

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
」
の
登
録
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
。

ま
た
応
募
作
品
は
す
べ
て
「キ
ラ
キ
ラ
っ
と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
、
「
三
菱
地
所
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告

書
」
の
表
紙
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
た
企
業
か
ら
の
依
頼
で
企
業
冊

子
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
絵
を
描
く
楽
し
み
を
増
し
、
才
能
の
開
花
や
可
能

性
の
発
見
を
応
援
す
る
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生

き
し
た
心
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
感
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

回画■

コ
ン
ク
ー
ル
形
式
と
い
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
で
、
障
が

い
者
の
ア
ー
ト
活
動
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
　
障

が
い
者
の
才
能
を
伸
ば
す
機
会
を
提
供
し
、
作
家
活
動
に
向
け

た
自
立
支
援
も
促
し
て
い
る
。

■目■
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メセナ アワ…ドトロフィー
*メセナ大賞、メセナ賞5賞へ贈呈

アーティストに3年間ずつオリジナル
トロフィーを制作いただいています。

6Lri(SE)2012-2 o'.t4+ =flfF 1e7 :s^+tr

400× 400× 120mm
アクリル、ステンレススチール

制作コンセプトーーーre:ation

芸術文化を通して、人々が分野を超え時を超えつながつ

ていかれるよう願いを込め、一本の線を積み重ねること

で個々のトロフイーの図像がひとつにつながつて紡がれ

てゆくアートワークを制作します。それぞれの取り組み

はもちろん、それが連なつた時にも、また別の大きな夢

を描けるよう、つながり受け継がねるような絆が結ばれ

ることを願しヽます。

テーマ
ー
L:cht

「Llcht」 はドイツ語で「光」や「明るさ」、そして「希望」を意

味します。各年の各賞、三年間連続した大賞に刻まれてい

る図像は、徐々に夜明けを迎えて、
・
雲間から光が広がる

空の時系列
・
を追ったイメージを持って紡がれます。

2012‐ 2014年度大賞 三部作 タイトル [あした (朝日)]

2013年度メセナ賞 五部連作 タイトル [しののめ]

※「メセナ大賞部門」のトロフイー制作にあたつては、

[株]ワコールアートセンターにこ協力をしヽただきました。

川上幸子 |かわかみさちこ
1984年 生まね。2009年京都造形芸術大学大学院芸術

表現専攻修士課程修了。大学では一貫して彫刻を学ぶ。

「知覚と造形」をテーマとし、近年は特に「知覚における
・
見え
・
」を主軸に、「目で触れる」感覚を追つた造形作品

を制作。ミニマルな方法論 素材の特性 描画技法の組

み合わせで、さまざまな支持体の中に視覚的触感のある

図像を生み出している。10年「SICFl l」 にてスパイラル

奨励賞を受賞。

メセナ アワ…ド2013贈塁式
2013年 11月 21日 [木]

スパイラルホール[東京・表参道]にて
◎
―
受賞企業 団体には、表彰状とトロフィーを贈呈

◎
―
受賞企業 団体の代表者、選考委員が出席
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受賞企業・団体プロフィール

ー メセナ大賞

全日本製造業コマ大戦協会[2013年 10月現在]
事務局所在地 :神奈川県横浜市

業種 :製造業 1設立年 :2013年

全日本製造業コマ大戦協会構成員数 160人

URL:www komatalsen com

― 映画
の地球儀賞

岩波不動産 (株)[2013年 4月現在]
本社所在地 :東京都千代田区

資本金 :6′000万円 1業種 :サービス
設立年 :1968年 1従業員数 :10人

∪RL:wvvvvlwanami― haH com

一 学びの玉手箱賞

SCSK(株)[2013年 5月現在]
本社所在地 :東京都江東区

資本金 :211億 5′ 200万円 1業種 :情報・通信
設立年 :1969年 1従業員数 :11,797人 (連結)
URL:wwvv scsk」 p

― 対話でアート賞

(株)損害保険ジヤバン[2013年 7月現在]/
(公財)損保ジャバン美術財団 [2013年 3月現在]

本社・財団所在地 :東京都新宿区

資本金/正味財産 :700億円/13億 4′ 900万円
業種 :保険/財団 1設立年 :1888年 /1976年
従業員数/職員数 :17′ 825人 /10人
URL:www.sompo」 apan co ip
WWW SOmpO― 」apan.CO lp/muSeum

―
タムタムし鎖

トヨタ自動車 (株)[2013年 3月現在]
本社所在地 :愛知県豊田市

資本金 :3,970億 5′ 000万円 1業種 :輸送用機器
設立年 :1937年 1従業員数 :68,978人 (単体)
URL:Ⅵ /、″vv.toyota.co jp
www nettam ip(ネ ットTAM)

一 光る略 み賞

村上回屋商人会 [2013年 10月現在]
事務局所在地 :新潟県村上市

設立年 :1998年 1村上町屋商大会構成員数 :28人

URL:wwwk― shinli.info/lndex html

一 文化帳 官賞

二重地所 (株)[2013年 3月現在]
本社所在地 :東京都千代田区

資:本:金 11′ 413億 73′ 210′ 000円
業種 :不動産 1設立年 :1937年 1従業員数 :677人

URL:Ⅵ A″VV.kira― art.ip
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ト
ツ
プ

・
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

「
メ
セ
ナ

ア
ワ
ー
ド

２
０
１
３
」
メ
セ
ナ
大
賞
受
賞

小
さ
な
コ
マ
か
ら

日
本
の
も
の
づ
く
り
精
神
を
世
界

へ
開
く

緑

川

賢

司

全
日
本
製
造
業

コ
マ
大
戦
協
会
会
長

メ
セ
ナ
大
賞
受
賞
、
誡
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
マ
と
い
う
遊
び
を
通
じ
て
製
造
業
を
活
性
化
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ミ
ナ
ロ
は
、
■
年
前
に
僕
が
職
人
と
し
て
勤
め
て
い
た
町
工
場
の
閉
鎖
に

伴
い
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
３
人
で
起
業
し
た
会
社
で
す
。
木
型
屋
と
い
っ
て
車
や
船
の
部
品
な
ど
の
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を

つ
く
る
の
が
仕
事
で
す
が
、
当
初
、
頭
を
悩
ま
せ
た
の
が
顧
客
獲
得
で
し
た
。
情
報
発
信

の
た
め
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
プ
ロ
グ
や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
活
用
し
、
Ｂ
ｔｏ

Ｂ
か
ら
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
た
効
果
で
、
顧
客
数
は
現
在
３
０
０
を
数
え
ま
す
。
し
か
し
町
工

場
は
疲
弊
し
や
す
い
。
納
期
は
ど
ん
ど
ん
短
く
な
り
、
料
金
は
た
た
か
れ
る
。
発
注
さ
れ
た
も
の
し
か

つ
く
れ
な
い
下
請
け
体
質
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
は
困
難
で
す
。
そ
れ
で
も
職
人
は
、
好
き
な
も

の
を
つ
く
る
と
き
に
は
眼
の
色
が
変
わ
る
。
町
工
場
の
設
備
と
材
料
を
使
い
、
空
い
た
時
間
に
好
き
な

も
の
を
つ
く

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
お
金
で
は
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
町
工
場
の

多
く
が
Ю
年
で
つ
ぶ
れ
る
と
い
わ
れ
る
中
、
こ
う
し
た
や
り
方
で
ミ
ナ
ロ
は
存
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

業
界
全
体
で
共
有
し
た
か
っ
た
。
コ
マ
大
戦
で
は
情
報
発
信
と
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
を
実
践
し
、
コ
マ
を
設
計
図
か

ら
完
成
ま
で
自
分
で
つ
く
る
。
そ
の
コ
マ
で
職
人
同
士
が
勝
負
を
す
る
。
み
ん
な
が

一
つ
に
な
れ
る
も
の
、

●



夢
中
に
な
れ
る
も

の
と
し
て
、
手
軽
に
つ
く
れ
る
コ
マ
は
町
工
場
に
あ

っ
と

い
う
間
に
受
け
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。

コ
マ
大
戦
は
世
代
や
地
域
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

町
工
場
の
現
場
で
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。

ふ
だ
ん
町
工
場
の
外
に
出
る
こ
と
の
な
い
職
人
に
光
が
当
た
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
に
出
て
、
近
所
の
方

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
子
ど
も
か
ら

「
お
父
ち
ゃ
ん
か
っ
こ
い
い
」
と
い
わ
れ
る
。
大
会
で
は
大

勢
の
観
衆
の
中
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
対
決
す
る
。
横
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
試
合
後
の
懇
親
会

で
は
お
互
い
の
悩
み
や
技
術
の
話
を
時
間
も
忘
れ
て
語
り
合
い
、
仲
間
に
な
る
。
大
阪
の
８０
歳
近
い
職

人
さ
ん
や
、
工
業
高
校
の
学
生
さ
ん
も
参
加
し
ま
す
し
、
子
ど
も
向
け
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の
大
会
を
企

画
す
る
チ
ー
ム
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
本
業

へ
の
リ
タ
ー
ン
と
し
て
は
コ
マ
の
材
料
を
見
て
製
品
加
工

の
注
文
が
あ

っ
た
り
、
昔
の
お
客
様
が
戻

っ
て
く
る
こ
と
が
頻
発
し
て
い
る
ほ
か
、
協
会
の
サ
イ
ト
を

介
し
た
コ
マ
の
発
注
で
、
日
本
全
体
で
年
間
１
２
０
０
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し
た
。
海
外
に
も
波
及
し
、

２
０
１
５
年
は
世
界
大
会
を
日
本
で
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
す
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
場
所
、
ボ

リ
ビ
ア
場
所
が
始
ま
り
、
来
年
は
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
な
ど
で
開
か

れ
る
大
会
に
参
戦
し
ま
す
。
コ
マ
づ
く
り
に
は
、
職
人
の
こ
だ
わ
り
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
よ
さ
が

出
ま
す
。
世
界
大
会
で
は
そ
の
日
本
の
技
術
を
見
て
も
ら
う
。
大
手
に
納
品
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
製

品
で
は
な
く
、
町
工
場
で
つ
く

っ
た
も
の
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
見
せ
て
、
何
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
が
楽

し
み
で
す
。

み
ど
り
か
わ

・け
ん
じ

１
９
６
７
年
、横
浜
市
生
ま
れ
。

高
校
事
業
後
、
木
工
所
勤
務
を
経

て
起
業
。
現
在
第
１２
期
目
。
（株
）
ミ

ナ
ロ
代
表
取
締
役
。
全
日
本
製
造

業
コ
マ
大
戦
協
会
会
長
。
心
技
隊

隊
長
。
町
工
場
界
の

「
カ
リ
ス
マ

プ
ロ
ガ
ー
」
と
し
て
、
も
の
づ
く
り

を
す
る
人
た
ち
の
思
い
を
伝
え
て

い
る
。
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産
業
構
造
が
変
化
し
て
い
く
中
、
今
後
の
展
菫
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
夢
を
語
れ
る
の
は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
従
業
員
の
雇
用
を
守

っ
て
い
る
中
小
企
業

の
オ
ー
ナ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
が
日
本
の
将
来
や
地
域
、
業
界
を
ど
う
し
た
い
か
を
真
剣
に
考
え

れ
ば
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
。
消
費
増
税

一
つ
と

っ
て
も
、
今
は
政
府
や
大
企
業
、
経
団
連
の
意
見

ば
か
り
が
聞
こ
え
て
く
る
。
政
府
は
中
小
企
業
が
経
済
の
主
役
だ
と
い
い
、
就
労
人
口
の
７
割
を
占
め

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
そ
の
声
が
国
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
な
い
の
か
？
中
小
は
横
の
連
携
が
な
い

た
め
に
総
意
が
形
成
で
き
ず
、
世
に
問
え
な
い
の
で
す
。
僕
は
今
、
中
小
企
業
家
同
友
会
神
奈
川
県
支

部
の
政
策
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
連
合
を
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
団
体
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
意
見
を
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
す
る
。
大
手
の
意
見
と
並
べ
た
中
か

ら
国
民
が
賛
同
で
き
る
も
の
を
選
び
、
国
の
方
針
と
す
る
。
そ
う
い
う
社
会
を
つ
く
り
た
い
。
コ
マ
大

戦
は
そ
れ
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
の

一
つ
で
す
ね
。
今
回
の
受
賞
で
コ
マ
大
戦
は

「文
化
」
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
し
た
が
、
来
年
５
月
高
松
市
で
、
地
域
や
業
界
の
垣
根
を
飛
び
越
え
、
日
本
の
優
れ
た
文
化
や

環
境
、
産
業
、
教
育
な
ど
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る

「
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
に
参
加
し
ま
す
。
今
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
を
き
く
と

「安
定
」

と
答
え
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
じ
や
あ
つ
ま
ら
な
い
。
か

っ
こ
い
い
経
営
者
が
出
て
く
れ
ば
子
ど
も
た
ち

も
大
き
な
夢
を
持

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
起
業
塾
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

［聞
き
手
。構
成

坂̈
本
麻
里
絵
、
阿
部
絵
里
子
、
荻
原
康
子
］

{<1 http://ww.doyujp r<2 http//M.ajp2014.org


